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驚くべき速さで進化を遂げるAI、その背景に潜む倫理的リスクとは？
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青山学院大学准教授  河島茂生 著

生成AI社会
無秩序な創造性から倫理的創造性へ

AIの利便性を享受する
一方で、これから多くの
職がなくなるのでは？と
いう懸念は今でも続いて
います。そのほかにも社
会的マイノリティへの差
別・環境破壊など、私た
ちは、知らず知らずのうち
に大規模な搾取に加担
させられているのかもし
れません。

担当編集者から一言
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河島茂生（かわしま・しげお）　兵庫県加古川市生まれ。専
門分野はメディア研究・情報倫理。兵庫県生まれ。専門分野
は、メディア研究・情報倫理。青山学院大学総合文化政策
学部准教授。青山学院大学革新技術と社会共創研究所所
長。早稲田大学・理化学研究所・総務省情報通信政策研
究所にて研究員。慶應義塾大学総合政策学部卒業。東京
大学大学院学際情報学府博士後期課程修了。博士（学際
情報学）。主な著書として、『ＡＩ×クリエイティビティ』改訂版
（共著、京都芸術大学 東北芸術工科大学 出版局 藝術学
舎、2023）、『未来技術の倫理』（勁草書房、2020）、『ＡＩ時

。どな）9102、房書草勁、著編（』」性律自「の代

著者略歴
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◎学習型のチャットボットが差別的発言を繰り返す
◎採用人事で男性に優位な判定を下す
◎クリエイターの著作物を無断で学習データとして読み込む
◎政治目的での偽情報の生成や拡散
◎電力・水の大量消費による環境への負荷 など
ＡＩのブラックボックス化、差別の助長、著作物の無断利用、偽情報の拡散…etc
倫理や法体系、セキュリティなど、あらゆる分野で新たなリスクが顕在化する
生成ＡＩ社会の新論点！

革新的で、創造的・実用的な「生成AＩ社会」に潜む
倫理的課題に迫る！ 人間の「創造性」とは何か？
「創造性」が加速する時代に求められる倫理とは？

03-5217-2661 好評発売中！


